
小規模改修の蓄積によって街を更
新していくことで、街の形式が再
編集されていく。

従来の金物による端部の剛接合に対し、細い材を
組み合わせて将来の更新を容易にする接合を考え
る。

木造住宅地は木軸で構成され、構造体レベルでの改修が
比較的容易である。

剛接合 柔軟な軸組

表面積の増加 植栽を育む隙間 更新可能な設備

高速に対し妻側に並列し立つ敷地
のコンテクストを利用して、川か
ら住宅地に抜ける風を引き込む。

□街の形式の顕在化 ・組織化□空気環境を呼吸する木材 □木の環境調整を促進する構造□首都高の再定義 □首都高を軸とした街の単位 □更新性の高い軸組

320,000,000m³

□木材によるエネルギー供給 □木炭による水質浄化設備

浄化吸着

貯蓄した木材からコージェネレーションシ
ステムにより発電を行い、貯木場で使うエ
ネルギーを自足自給する。

耐用年数を過ぎ、使われなくなった木材から木炭を作り、水中に沈めることで

水中の汚染物質を吸着し、経年的な浄水装置とする。また崩れた木炭が水平な

護岸に凹凸をつくることで、生態系を育み、豊かな水環境を生成する。

Co-Generation

送電

木は湿度を吸収したり乾燥したりすることで呼吸し続けて
いる。木材の貯蓄の際、木を乾燥させるために、隙間を作
りながら積んでいる。

木材を乾燥するための建築環境として、スラブを簀子化し、
天井をルーバーとすることで通風に適した貯蔵環境をつく
る。また、木の調湿・清浄機能を都市に波及させる構造も伴っ
ている。

表土　10mm 表土　50mm 表土　200mm 表土　500mm

現在、都市・建築における木材利用は喫緊の課題で
あり、木材自給率を底上げし、林業と山林を再生す
ることは国の方針として定められつつある。本提案
では、以上の趨勢を前提条件としてみすえ、サスティ
ナブルな都市の木質化を行うためのインフラネット
ワークを構築する。

首都圏を網羅し、「モノ」を運ぶ動脈としての高速道路は、
老朽化や景観のあたえる閉塞感から、不要論が議論に上っ
ている現状である。
しかし、今後はこれらを「ヒト」のための場所として生か
しつつ、都心の来たるべき更新に備え機能させるための新
たなインフラとして再生させる。

15,000 ～ 20,000 人／ k㎡

20,000 ～人／ k㎡

建築各部により耐用年数は異なるにも拘わら
ず、建築はプログラムの変化とともに取り壊
され、部材はその耐年数を全うすることは少
ない。スクラップビルドではなく、それぞれ
の部材について、それらの「捨て方・活かし方」
を考え直す必要があると考える。

日本は国土の 70％が森林であり、40% は植林に
よって生まれた人工林である。近年、国内の需要
は輸入材に偏ることで森が荒れ、木材の生産力が
低減している。積極的に間伐材を切り出し、都市
に蓄積することで、木材の流通や林業の活性化に
貢献する。

都市の木質化にあたり多くの木材が必要となる
が、陸上輸送に付加して、東京を巡る水路による
水運を利用する。水運は単位距離・重量あたり陸
上運送の1/3のエネルギー消費で輸送可能なため、
都市への輸送に伴うエネルギーを低減させること
が可能となる。

現在、建材倉庫は都市の周縁にあり、木材の運搬に
多くのエネルギーを消費している。これら木材の貯
蔵を都心にて行う事で、ＣＯ２排出を抑制する。
スクラップアンドビルドのような大規模更新だけで
なく、小規模な建築の更新を可能にする。

都市内に蓄積され続けた建築ストックはすで
に飽和状態にあり、現在の空き家率やオフィ
ス空室率からもうかがえる。
またそれらの多くが老朽化しており、都市の
更新性を圧迫している。

都市圏の人口減少は著しく、2050 年には現在の
約３／４にも減少するとの予想もある。それに伴
い、都市領域は二極化的に集中と過疎の入り混
じった状態となる。
その狭間で、都市の多くの場所で建築が余剰とし
て残されていく。

3. 蓄積的な都市の更新 4． 敷地　―高架と都市河川の結節点―

２． 木材を 「都市」 に蓄積する

１． 背景　―縮小化社会と都市の更新―
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古くは江戸の街を発展させるための重要なインフラ
であった運河、そしてその都市構造を引き継いで通
された首都高速道路。時代を経て船が自動車に代わ
りはしたが、東京中の様々な場を横断するネット
ワークである事には変わりはない。

樹木は成長するにつれ、大気中の CO2 をエネルギー
として摂取し、物質として固定化する。1 トンの木
材はおよそ 1.8 トンの CO2（うちＣを 500ｋｇ）を
固定していることに等しい。都市に木材を貯蔵する
ことは、炭素を貯蔵することである。

木蓄化倉庫

■ビルディングコアの木質化
耐用年数の短い

シャフト部分を減

築し、環境コアと

して機能させる。

地上階をピロティ

化することで風を

引き込み、オフィ

ス内の自然換気を

促進しつつ、木部

が室内空気の調整

を行う。

更新の容易な木造

住宅地を減築しつ

つ木質化し、風や

水の通る環境的軸

線を形成する。

少しずつ更新を重

ねることで街の持

続的再編集を行

う。

■減築による耐用年数の延長

■木材の蓄積

■木造住宅の更新による環境軸の形成

木造住宅地

設備シャフトの木質化

木軸で構成された町
木質化により組織化

排気ガスを吸収

都市空間の調湿効果

CO2を物質として固定

都市を木質化する

フロアの余剰部分

を減築することで

荷重を減少し、耐

用年数を延長する。

減築部分を木質構

造で補強し、フレ

キシブルな構造シ

ステムに置き換え

ていく。

都市に木材を蓄積

することで、都市

の来たるべき木質

化に備えるととも

に、CO2 を物質と

して固定する。さ

らに都市空間の空

気環境を向上し、

環境的な拠点とし

ても機能させる。

■減築による耐用年数の延長

従来のオフィスビル

高層部を減築し木質化 既存オフィスビル 躯体重量負荷の低減

ファサードを木質化 内外の環境を調整

ファサードに厚み
が生まれて、室内
外の環境を制御す
る。
日射の反射を低減
し、街路への熱の
蓄積を減らす。

縮小化社会 木質化する都市

貯木によるＣＯ２の固定化

高速道路の老朽化と再生

多様な環境を横断するネットワーク

荒れた山林を活性化

木材の使用と保管の近接ウッドマイレージの低減

CO2

→約 50% を固定化

建築ストックの飽和

建築の更新と耐用年数

木材を高架下空間に貯蔵する
都市の木質化に先駆けた蓄積の開始

木材倉庫が都市の環境装置となる
風と水を呼吸し、都市環境を”調整”する

木質化が都市のコンテクストを顕在化する
更新の積み重ねにより都市が組織化されていく

木材倉庫が都市のインフラとなる
街の軸として機能し始める

蓄積的な都市の木質化手法

外国産材
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小道を吹き抜ける風

軒屋根から流れ落ちる

雨水によってできる水環境

既存減築部分

風通しの良い

屋根下の空間

川の湿気を利用し

都市を調湿する

チムニー効果により

風を生み、材を乾かす

耐用年数を過ぎた
木材を炭化し、水中に沈める

水環境を炭の吸着効果で
浄化する

高速道路から排出された

NOx を多孔質な材が

吸着する

植物は周囲の環境の与条件に柔軟に呼応しながら自分の身体を成長させる。 同時にその成長の過程は、

水や養分、 空気など様々な物質循環を引き起こすことで、 周辺環境のコンテクストを蓄積させ更新していく。

そして再びその環境に結びつき、 自身の存在を含む環境そのものの成長を継続させる。

この植物的なプロセスに習い、 都市や建築も自身の更新の過程において、 そのコンテクストを蓄積させてい

きながら、 町の環境を次第に変化させ、 大きな枠組みを形成していくようなものが考えられるのではないか。

・木材ストックの拠点
・都市更新の拠点
・防災の拠点

物流のインフラであった首都高を、新たに木材を「蓄積」
する場所と捉えなおす。さらに、都市に網目上に展開する
構造を、風や水を呼び込む環境的ポテンシャルを持つイン
フラと定義する。

高架下がストック、都市更新、防災の拠点となり、高速道
路を軸とした町の新たな枠組みを構築する。

コージェネシステムにより

収蔵庫に電力を供給

耐用年数を過ぎた木材を

炭化して蓄積

浄化された水を集約する貯水槽

木炭による水質浄化

浄化水の利用


